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ブラジルの金融市場動向 Weekly Report

【1】先週の回顧

先週のブラジル・レアルは、対米ドルおよび対円で下落
しました。また、2年国債金利は大幅に上昇しました。米
国のインフレ指標を受けて、米金融当局が金融政策引き
締めを加速する必要性が後退したとの観測から、新興国
市場は全般的に落ち着きを取り戻しました。しかし、ブラ
ジル金融市場では、ブラジル中央銀行のゴールドファイ
ン総裁が「金融政策運営においてインフレ動向をより重
視する」旨の発言を行い、次回のCOPOM（金融政策委
員会）での追加利下げを改めて示唆した結果、ブラジル
と米国の金利差が一段と縮小するとの思惑から、通貨安
が進行しました。また、通貨安が将来的にインフレ率上
昇をもたらすとの見方が金利上昇要因となりました。

10日（現地、以下同様）に発表された4月のIPCAイン
フレ率は、前年比で+2.76％となり、前回3月分を上回っ
た一方で、市場予想を小幅に下回る結果となりました。

政治情勢では、大統領選の有力候補者であったバル
ボザ氏（ブラジル社会党・PSB）が出馬を断念したことが
話題となりました。また、先週のレポートでお伝えしたベ
ネズエラ向け債務保証の問題につきましては、債務保証
に対する追加的な財政支出が議会で承認され、ブラジ
ル政府の債務不履行という事態は回避されました。

【2】今週の見通し

今週は15日から16日にかけて開催されるCOPOMで
の金融政策変更に注目が集まります。市場予想では、政
策金利を0.25％ポイント引下げて6.25％とすることが見
込まれています。現在のIPCAインフレ率は依然として物
価目標レンジを下回っているものの、通貨安の進行とそ
れに伴うインフレ期待の上昇から、今回の利下げをもって
ブラジル中央銀行はいったん利下げを停止する可能性
が高いと考えています。しかし、さらなる追加利下げが示
唆された場合は、通貨安が一段と進行する可能性もある
ため、声明文の内容には注意が必要です。

政治情勢では、 新の大統領選世論調査が発表され
る予定となっています。バルボザ氏の出馬断念によって、
同氏が有していた10％程度の支持率がどの候補に流れ
るのかが注目されます。

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

【ブラジル 金利推移】

【ブラジル・レアル 為替推移】
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【2018年5月5日～2018年5月11日までの推移】

2.90

3.10

3.30

3.50

3.70

3.9025.0

27.0

29.0

31.0

33.0

35.0

4/13 4/20 4/27 5/4 5/11

円/レアル（左軸）

レアル/米ドル(右軸、上下反転）

（円/レアル） （レアル/米ドル）

レアル

高

安

30.38

3.60

6.5

7.0

7.5

8.0

4/13 4/20 4/27 5/4 5/11

（％）

2年国債

7.56


